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  The purpose of this study was to clarify relations between the luminance of 3DCG images on a computer 
display and conﬁguration parameters of the 3DCG software. Measurement results suggested the following:
　1. Image luminance changed in accordance with numerical changes in configuration parameters; 
however, the relations between the changes were not linear, suggesting the need to actually measure the 
luminance of different 3DCG images individually.
　2. Light was shone on the images from a simulated pin light, resulting in a white spot. By adjusting the 
parameter “Gloss” (i.e. “光沢”, koutaku), this white spot disappeared from all images except the front 
image.
　3. Experimental results allowed us to approximate the luminance factors of 3DCG images as well as 
previously empirically measured reﬂectance properties.
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1. はじめに






















　布の画像を作成するための 3DCGのソフトウエアは，前報と同じShade 3D ver.14（購入時：
イーフロンティア）を用いた。また，使用機器のうち，ディスプレイはLCD-AD195VB-HS3（I.O 

















































　y ＝ 0.90308 × x ＋ 0.08579     ‥‥(1)
　y ＝ − 26309.01856 ＋ 26309.11931 × exp ( 0.376889 × 10-4 × x ) ‥‥(2)
　y ＝ 1.01169 × x − 0.24719     ‥‥(3)
　y ＝ − 10144.14911 ＋ 1.143.95321 × exp ( 0.992818 × 10-4 × x ) ‥‥(4)
3. 結果と考察























































































































示した反射率を 5と 10列の反射率と比較した場合，差は 10%以下であった。また，受光角度が
大きくなる変化とともに反射率も高くなる布の反射の特徴も再現されていた。
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4. まとめ
　市販のソフトウエアを利用すれば，3DCGでの画像作成は容易になる。しかも，質感描写にも
様々な設定パラメータが用意されており，複雑な物体でも本物らしさを伴った画像表現が可能
であるとされる。しかし，ソフトウエアを使用した場合でもプログラミングにより作画した場
合でも，ディスプレイに映し出された画像の光学的計測値を明らかにした文献はなく，3DCG画
像の材質感の物理的根拠は見当たらない。
　そのため，前報では画像のpixel値を測定したが，本報告ではディスプレイ画像の輝度を実測し，
質感設定のパラメータとの関連を検討した。まとめた結果は下記の通りである。
　1. 画像作成のパラメータを変化させれば，その数値変化に伴って画像の実測輝度値も変化し
た。しかし，それは直線的ではなく，またパラメータ値の変化に絶対的に付随した輝度値
ではなかったため，各画像で実測が必要であった。
　2. 項目［光沢］のサイズや明るさの設定によって表出するピンライト状の光沢は画像角度 0
度以外では消失した。しかし、輝度値はパラメータ値に伴って変化した。
　3. 実測した試料布の反射特性を 3DCG画像に反映させて，ルミナンスファクターを実測値に近
似させることが可能であることが推察された。
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